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ざ

　
現
在
、
仏
教
寺
院
を
中
心
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
み
“
》

行
事
の
ほ
と
ん
ど
は
・
祖
先
法
要
で
あ
り
・
死
者
儀
礼
疇
．

終
始
し
て
い
る
。
彼
岸
会
も
ま
た
、
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
、
．

た
め
に
、
し
ば
し
ば
窒
仏
教
の
諸
行
事
が
無
意
味
・
無
価

値
な
も
の
と
評
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
生
き
て
い
る
者
の
生

き
て
い
く
た
め
の
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
批
評
は
、
た
し
か
に
現
代
の
仏
教
界
の
痛
い

と
こ
ろ
を
つ
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
ふ
り
か
え
っ
て
、
そ
れ
ら
諸
行
事
が
全
く
無

用
な
も
の
で
あ
り
、
意
味
の
な
い
も
の
と
い
い
き
れ
る

、
．
．
諦
警
手
讐
馨
迦
に
当
り
て
、
直
視
に
＋
環
礁
の
刹
を

　
　
超
過
す
」
乏
勘
鳶
．
と
の
説
に
由
来
す
る
と
暗
れ
ば
、
彼

　
　
撮
套
の
本
来
傷
愈
味
咲
”
春
分
・
秋
分
を
中
心
に
日
没
の

　
　
之
“
こ
ろ
を
も
う
て
弥
陀
浄
土
を
観
想
す
る
に
あ
っ
た
と
い

　
　
え
よ
う
。

　
　
　
そ
の
よ
う
な
彼
岸
会
は
、
日
本
で
は
聖
徳
太
子
に
始
ま

　
　
る
と
の
伝
説
が
存
し
、
四
天
王
寺
の
西
門
に
集
ま
っ
て
落

　
　
日
を
拝
し
、
彼
岸
の
浄
土
へ
の
往
生
を
願
う
風
習
が
お
き

　
　
た
。
文
献
の
上
か
ら
は
、
　
『
日
本
後
紀
』
第
十
三
の
大
同

　
　
元
年
（
八
〇
六
）
三
月
の
条
に
、
「
春
秋
二
仲
月
別
七

　
　
日
、
．
．
金
剛
般
若
経
を
読
ま
し
む
」
と
あ
る
の
が
初
見
で
あ

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
る
。
た
だ
し
、

彼
岸
の
現
代
的
意
義

東
洋
大
学
教
授

　
　
　
　
　
田

村
　
芳
’
朗

　
　
　
　
　
　
こ
こ
で
は
亡
き
親
王

、
の
霊
の
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
ま
た
彼
岸
と
い
う
こ
と
ば
は
見

あ
た
ら
な
い
。
　
『
源
氏
物
語
』
あ
た

辺
に
な
る
と
、
彼
岸
と
い
う
こ
と
ば

が
見
え
て
く
る
。

昭和43年3月1日

か
、
ど
う
か
。
や
り
よ
う
、
あ
る
い
は
考
え
よ
う
に
よ
っ

て
は
、
現
代
的
意
義
も
見
い
だ
せ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
い
ま
彼
岸
会
に
つ
い
て
、
そ
の
点
を
検
討
し
て
み
た

い
と
思
う
。

二

　
彼
岸
会
は
、
・
春
分
・
秋
分
（
中
日
）
を
は
さ
ん
で
前
後

各
三
日
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
由
来
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
も
の
に
、

『
観
経
疏
』
定
善
言
の
説
が
あ
る
。
そ
の
中
で
善
導
は
、

観
無
量
寿
経
の
日
想
観
を
解
説
し
て
、
　
「
唯
春
秋
の
二
祭

を
取
る
。
．
其
の
日
、
正
東
よ
り
出
で
て
直
西
に
没
す
。
弥

本
国
有
の
祭
喚
の
儀
が
加
味
さ
れ
た
ふ
し
が
あ
る
。

に
お
い
ヱ
は
、
古
来
、
農
耕
生
活
に
も
と
づ
い
た
季
節

儀
礼
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
多
く
は
春
秋
二
期
に

集
中
し
て
い
る
。
祭
り
に
さ
い
し
て
は
、
自
然
の
霊
な
い

し
は
祖
先
の
霊
を
招
き
よ
せ
て
、
そ
れ
を
し
ず
め
、
ま
た

な
ぐ
さ
め
、
そ
の
加
護
を
願
っ
た
。
春
秋
二
期
の
彼
岸
会

魯
誘
よ
、
つ
な
儀
礼
に
関
係
が
あ
る
と
い
え
よ
え
ち

　
　
　
　
三

，
思
う
に
、
彼
岸
会
に
は
日
本
独
特

の
も
の
が
感
ぜ
ら
れ
、
そ
こ
に
は
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本

早
縄
犠
礎
．
蓋
戦
も
と
は
正
月
の
祭
り
と
双
翼
を
な
す

　
　
　
　
　
民
俗
的
行
事
で
あ
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
に
仏
教
の
孟
蘭
盆

　
　
　
　
　
が
結
び
つ
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
日
本
古
代
に
お
い
て
は
、
自
然
の
事
物
や
現
象
の
中
に

霊
的
な
も
の
を
感
じ
、
そ
れ
を
神
と
し
て
信
奉
し
た
。
そ

う
し
て
、
と
き
に
神
霊
が
た
た
り
を
な
す
の
で
は
な
い
か

と
恐
れ
、
と
き
に
利
益
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
祈
っ
た
。

村
の
相
談
会
な
ど
に
さ
い
し
て
は
、
静
か
な
山
や
森
を
え

ら
び
、
そ
こ
へ
神
霊
を
呼
び
よ
せ
、
そ
の
神
霊
の
力
を
か

り
て
相
談
を
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぼ
う
と
工
夫
し
た
。
こ
の
よ

う
な
村
の
集
会
場
が
、
神
社
の
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
で
あ

る
。
家
族
や
氏
族
が
で
き
て
く
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族

・
氏
族
に
固
有
な
神
が
、
そ
の
集
団
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
、
守
護
者
と
し
て
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
が

祖
先
神
の
発
生
で
あ
る
。
自
然
神
や
祖
先
神
崇
拝
は
、
日

本
だ
け
で
な
く
、
古
代
民
族
の
ほ
と
ん
ど
に
見
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
が
、
た
だ
日
本
の
場
合
、
現
代
に
い
た
る
ま
で

存
続
し
て
き
た
と
こ
ろ
に
特
色
が
存
す
る
。

．
仏
教
が
日
本
に
伝
来
す
る
と
、
早
速
そ
れ
に
同
化
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

る
。
こ
れ
が
「
仏
教
の
日
本
化
」
で
あ
る
。
本
来
の
仏
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
は
、
そ
の
よ
う
な
呪
術
的
な
神
信
仰
を
否
定
し
、
日
本
　
一

で
も
、
専
門
の
仏
教
者
、
た
と
え
ば
親
鷺
な
ど
に
よ
っ
て
．

強
く
い
ま
し
め
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
の
一
般
の
仏
教
行

事
に
は
、
濃
厚
に
そ
れ
が
と
り
い
れ
ら
れ
た
。
彼
岸
会
を

含
め
て
諸
種
の
仏
教
行
事
が
、
も
っ
ぱ
ら
祖
先
法
要
と
化

し
て
い
る
こ
と
も
、
こ
こ
に
起
因
す
る
と
い
え
よ
う
。

四

　
と
こ
ろ
で
、
日
本
に
自
然
霊
な
い
し
祖
霊
信
仰
や
祖
先

崇
拝
が
現
代
に
い
た
る
ま
で
存
続
し
て
き
た
こ
と
を
も
っ

て
、
日
本
人
の
考
え
か
た
を
低
級
な
も
の
と
み
な
し
、
ま

た
、
そ
れ
に
結
び
つ
い
た
日
本
の
仏
教
行
事
を
無
価
値
な

も
の
と
評
し
さ
る
こ
と
に
は
、
異
議
が
あ
る
。
と
い
う
の

は
、
そ
う
い
う
信
仰
や
崇
拝
が
長
く
続
い
た
の
は
、
日
本

の
島
国
と
い
う
国
情
や
四
季
適
当
に
変
化
す
る
気
候
・
風

土
が
、
日
本
人
を
し
て
自
然
順
応
的
た
ら
し
め
、
そ
の
結

－世一｝　碍1了「
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果
に
よ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
日
本
の
国
情
や
気
候
．
風

土
は
今
に
い
た
る
ま
で
変
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
自
然
順
応
性
も
つ
づ
き
、
そ
れ
に
由
来
す
る
信
仰
形

態
も
存
続
し
た
の
で
あ
る
。

　
自
然
順
応
性
に
も
と
づ
い
た
日
本
の
文
化
・
風
習
．
行

事
に
は
、
他
国
に
見
ら
れ
な
い
美
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も

の
が
多
い
。
も
ち
ろ
ん
、
社
会
的
に
実
害
を
お
よ
ぼ
す
迷

信
の
類
も
存
七
、
そ
う
い
う
も
の
は
捨
て
ら
れ
ね
ば
な
ら

な
い
が
、
た
と
え
ば
虫
送
り
や
七
夕
ま
つ
り
の
ご
と
き

は
、
美
し
い
年
中
行
事
と
し
て
、
存
続
の
価
値
が
あ
る
と

い
え
る
。
彼
岸
会
も
、
そ
う
で
あ
る
。

五

　
生
き
た
者
に
は
背
を
む
け
て
、
た
だ
死
者
の
霊
に
む
か

っ
て
法
要
を
営
む
と
い
う
現
在
の
や
り
か
た
は
、
改
め
ら

れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
先
祖
回
向
は
、
生
き
て
い
る
人
々

が
永
遠
な
る
生
命
の
つ
な
が
り
を
感
得
す
る
よ
す
が
と
し

て
、
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
春
秋
二
期
の
季
節
の
折

り
目
に
お
い
て
、
す
ご
し
て
き
た
生
活
を
反
省
し
、
あ
ら

た
な
生
活
へ
の
心
が
ま
え
を
養
う
も
の
と
し
て
、
彼
岸
会

は
、
大
い
に
な
さ
れ
る
べ
き
意
義
が
あ
ろ
う
。

　
特
に
現
代
人
は
生
活
の
忙
し
さ
に
追
わ
れ
、
静
か
に
人

生
を
ふ
り
か
え
る
機
会
を
失
っ
て
い
る
。
ま
た
マ
ス
コ
ミ

文
化
や
機
械
文
明
の
重
圧
に
押
し
ひ
し
が
れ
、
自
己
疎
外

や
人
間
喪
失
を
き
た
し
て
い
る
。
い
ま
こ
そ
、
寺
院
は
、

人
々
の
心
の
い
こ
い
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る
べ
き
時
で

あ
り
、
美
し
い
季
節
の
折
り
ふ
し
に
人
生
・
生
活
を
ふ
り

か
え
り
、
永
遠
の
生
命
の
泉
を
汲
み
と
る
彼
岸
の
行
事

が
、
推
進
さ
れ
る
べ
き
時
で
あ
る
。
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま

で
と
い
う
こ
と
ば
が
、
彼
岸
会
の
意
義
深
さ
を
端
的
に
物

語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

各
種
専
門
委
員
会
委
員
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
敬
称
略
）

総
務
専
門
委
員

芳
賀
達
宗
・
西
寺
墨
型
・
美
濃
部
薫
一
・
新
谷
寛
応
．
小

倉
俊
明
・
高
橋
恵
峻
・
古
宇
田
亮
宣
・
山
本
芳
墨
．
板
橋

翼
成
・
築
山
定
誉
・
望
月
富
里
・
小
熊
寛
澄
・
能
登
宥
兆

・
四
宮
正
音
・
井
上
恵
行
・
植
松
威

組
織
専
門
委
員

北
之
至
当
龍
・
熊
野
龍
夫
・
近
藤
英
雄
・
西
本
遺
作
．
永

見
聖
宏
・
古
川
海
祥
・
般
口
暉
子
・
古
屋
道
雄
．
山
口
智

光
・
白
川
良
純
・
椎
谷
健
・
神
野
真
一
・
新
美
孝
道
．
鈴

木
敏
範
・
岩
本
昭
典
・
和
田
聖
公

国
際
専
門
委
員

村
野
宣
忠
・
桜
井
栄
章
・
中
山
理
々
・
寺
田
康
順
．
井
坂

信
興
・
鎌
田
良
昭
・
藤
井
真
水
・
細
川
量
器
・
壬
生
照
順

瑞
光
由
孝
・
小
谷
徳
水
・
長
田
順
海
・
中
根
専
正
・
阿
部

龍
文
・
岡
野
貴
美
子
・
坂
口
牛
王
・
今
井
大
平

文
化
専
門
委
員

伊
東
修
己
・
伊
藤
道
機
・
岩
堀
至
道
・
内
山
憲
尚
．
勝
又

俊
教
・
金
岡
秀
友
・
鎌
田
茂
雄
・
叢
良
弘
・
榊
原
帰
逸
．

塩
入
亮
達
・
島
田
喜
久
子
・
田
村
芳
朗
・
戸
田
浩
暁
．
西

義
雄
・
早
島
鏡
正
・
枇
杷
田
義
正
・
真
直
義
貫
．
摩
尼
清

之
・
三
輪
美
津
子

…
会
行
日
は
、
教
　
議
教
道
て
送
組
　
…

全日本仏教徒（岐阜）大1

記録「われら仏教徒」発：

昨年10月開催された全

本仏教徒（岐阜）大会

多くの成果をあげたが

その記録を「われら仏

徒」として出版した。

　内容は序言・式典会

編・檀信実部会編・仏

会話・企画準催編・報

編等にわかれ編集され

いる。一部1，000円で

料実費。全日本仏教会

織局へ申込み下さい。

☆☆

☆

☆☆

☆

☆☆

☆

☆☆

一昨贈答に．〃記念品に．〃布教用に．〃一
◎全国観光温泉地1泊旅行に御招待
　　又は豪華なお品を御贈呈（輪入商品1口5万円毎）洩れなく

◎日用文化用品を5品御贈呈（細入商品1口3万円毎）洩れなく

線香．白煮奪機轟認瓢弩鋤
搬茎箋元㊧麟磯総｝卜書商店
名古屋市中区岩井通り4の2　TEL名古屋＜052＞241－0901・1920
協　　賛印度大使館・セイロン大使館
指定推薦全日本仏教会・輸入元かたばみ商事貿易部
　　　　　　　　櫓詳細は御一報下さればカタログを御送附します

☆☆

☆

☆☆

☆

☆☆

☆

☆☆
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昭和43年3月1日

　
恒
例
と
な
っ
た
、
新
年
懇
親
会
は
去

る
一
月
二
十
九
日
午
後
三
時
か
ら
銀
座

の
三
笠
会
館
四
階
大
ホ
ー
ル
で
盛
大
に

開
か
れ
た
。

　
先
ず
、
長
岡
慶
信
副
会
長
の
主
唱
に

よ
り
全
員
が
三
帰
三
文
を
唱
和
し
、
引

続
い
て
年
頭
の
辞
を
大
谷
会
長
に
代
っ

て
長
岡
副
会
長
が
、
又
、
来
馬
理
事
長

が
主
催
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　
来
賓
と
し
て
川
島
正
次
郎
自
民
党
副

総
裁
、
宗
派
代
表
杉
谷
義
周
天
台
宗
浜

堤
総
長
、
地
域
仏
教
会
代
表
木
村
正
範

愛
知
県
仏
理
事
長
、
団
体
代
表
山
本
杉

仏
婦
理
事
長
、
各
大
本
山
を
代
表
し
て

川
崎
大
師
平
問
寺
貫
主
高
橋
野
天
師
が

そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
、
塩
入
亮
忠
師

の
発
声
で
乾
杯
、
祝
宴
に
う
つ
っ
た

が
、
懇
談
は
な
ご
や
か
な
う
ち
に
も
、

全
仏
に
よ
せ
る
建
設
的
な
意
見
や
、
世

相
を
反
映
し
て
の
仏
教
徒
の
団
結
を
望

む
声
が
多
く
、
五
時
半
、
吉
岡
棟
一
福

島
県
仏
会
長
の
音
頭
で
万
歳
を
三
唱
し

て
散
会
し
た
。

当
日
出
席
者
次
の
通
り
。

・
敬
称
略
）

（
順
不
同

阿
部
龍
伝
・
稲
岡
覚
順
・
巌
谷
勝
雄
・

今
井
大
助
・
石
井
　
桂
・
石
井
真
峯
・

岩
崎
宗
秀
・
伊
藤
禰
念
・
伊
藤
道
機
・

内
山
憲
尚
・
小
野
島
元
雄
・
岡
野
正
道

大
島
忠
雄
・
岡
野
貴
美
子
・
長
田
順
海

岡
本
　
薫
・
門
屋
大
寿
・
鎌
田
良
昭
・

金
岡
秀
友
・
川
島
正
次
郎
・
笠
原
一
男
神
谷
豊
信
・
川
勝

宗
賢
．
北
川
有
光
．
木
村
智
広
・
木
村
正
範
・
北
之
内
減

龍
．
熊
野
龍
夫
・
黒
田
白
純
・
倉
沢
豊
丸
・
来
馬
道
断
・

五
島
行
宣
・
小
峰
順
誉
・
近
藤
英
雄
・
佐
久
間
智
周
・
桜

井
栄
章
・
斎
藤
精
鈍
・
清
水
谷
孝
尚
・
塩
入
亮
忠
・
塩
入
・

亮
達
・
神
野
真
一
・
椎
谷
　
健
・
四
宮
正
音
・
白
幡
憲
祐

．
杉
谷
義
周
・
鈴
木
錦
吾
・
杉
谷
和
男
鈴
木
敏
範
・
関

観
康
・
関
岡
賢
一
・
竹
内
良
恵
・
高
橋
隆
天
・
多
賀
谷
景

雲
・
関
口
　
宏
・
武
田
信
亮
・
田
中
栄
一
・
高
橋
恵
峻
・

中
外
日
報
社
・
津
川
等
温
・
友
松
円
諦
・
岡
慶
信
・
新
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
道
・
西
寺
律
洲
・
西

村
輝
成
・
能
登
宥
兆
・

浜
野
堅
照
・
広
瀬
寿
美

・
福
島
泰
信
・
仏
教
タ

イ
ム
ス
社
・
藤
井
真
水

・
松
本
徳
明
・
真
漢
義

貫
・
三
瓶
頻
厚
・
三
浦

義
伝
・
壬
生
照
順
水
野

了
仙
・
村
瀬
良
彦
村
野

宣
忠
・
山
本
　
杉
山
中

浩
文
・
山
口
貴
美
子
・

卍　
　
　
“
全
仏
”
購
読
お
願
い

押　　
こ
の
機
関
誌
”
全
仏
”
は
各
宗
派
要
路
、
都
道
府
県
仏

い　な
ど
の
加
盟
団
体
、
そ
の
ほ
か
外
部
関
係
に
広
く
配
付
し

痴　て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
誌
代
　
噛
力
年
送
料
と
も
二
四
〇
円

い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
日
本
仏
教
会

～ 山
田
一
真
．
安
井
謙
・
山
田
照
祥
・
和
光
正
安
・
若
月
正

真
．
和
久
博
隆
二
二
輪
美
津
子
・
高
橋
つ
ね
・
船
口
暉
子

．
上
田
花
子
・
宮
崎
そ
の
・
来
馬
秋
子
・
川
田
聖
見
・
大

橋
武
夫
・
安
藤
寿
雄
・
長
岡
美
信

．
ゆ
～
’
幽
も
～
．
・
’
～
・
9
、
～
：
〈
’
の
馬
〉
’
」
《
二
噂
》
：
卿
《
、
㌦
～
二
し
～
・
．
’
～
’
ご
●

，
φ
勉
・
く
：
曹
》
9
．
・
～
亀
・
’
～
・
9
・
～
・
㌧
～
●
ご
～
口
。
・
く
嚇
：
》
ご
’
《
嚇
。
。
》
：
．
《
、
．～～㌧～。，｝．亀9～∂覧》r◎◎，

昭
和
四
十
三
年
度

事
　
業
　
計
　
画

歳
入
歳
出
予
算

決

定

　
去
る
一
月
二
十
五
日
京
都
智
積
院
公
会
に
お
い
て
全
国

宗
務
総
長
会
議
・
常
務
理
事
会
、
一
月
二
十
九
日
東
京
築

地
本
願
寺
に
お
い
て
評
議
員
会
、
理
事
会
が
開
催
さ
れ
事

業
計
画
及
び
歳
入
歳
出
予
算
（
「
全
仏
」
三
月
号
五
、
六

頁
掲
載
等
）
次
の
要
旨
の
通
り
決
定
し
た
。

　
議
案
第
一
号
　
加
盟
団
体
の
負
担
金
に
関
す
る
規
程
一

　
　
　
　
　
　
　
部
変
更
に
つ
い
て

　
基
本
割
（
各
種
団
体
の
み
）
均
等
割
に
つ
い
て
の
増
額

　
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
二
号
　
昭
和
四
十
三
年
度
事
業
計
画
及
び
歳
入

　
　
　
　
　
　
　
歳
出
予
算
に
つ
い
て
、

　
別
掲
五
、
六
頁
の
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
三
号
　
各
種
専
門
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　
別
掲
三
頁
の
通
り
各
師
を
承
認
し
た
。

　
議
案
第
四
号
　
日
本
万
国
博
覧
会
に
つ
い
て

　
各
宗
と
も
多
く
の
関
心
を
も
っ
て
い
る
の
で
慎
重
に
結

　
論
を
出
す
必
要
が
あ
る
の
要
望
。
又
、
会
館
の
建
設
は

　
別
途
半
永
久
的
な
も
の
を
考
慮
し
た
方
が
良
い
と
の
声

　
も
あ
っ
た
。

　
全
国
宗
務
総
長
会
議
・
評
議
員
会
・
理
事
会
も
同
様
審

　
議
さ
れ
、
各
々
承
認
さ
れ
た
。
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全　　　　仏
第3種郵便物認可

昭和43年3月1日

昭和43年度　財団法人全日本仏教会事業計画

ノ

総　務　局

基本目標　本会の寄付行為第5条による目的達成のた

　　　　め、各種の事業遂行に必要な措置を講ずる。

　1．加盟団体との連絡提携を計る。

　2．財団の基金対策。

組　織　局

基本目標　本会寄付行為第5条の事業目的たう仏教運動

　　　　の実践及び育成を中核とし、時代に即応した全

　　　　一仏教運動を展開、構成団体の強化を計り、仏

　　　　教の宣揚と団結を期する。

　1．第16回全日本仏教徒会議岡山大会開催。

　2．地区別ブロック会議

　　関東甲信越（茨城）、中国四国（岡山）、東海（岐

　　阜）、九州（熊本）、特に本年は中国、九州各県仏

　　め加盟促進。

　3．公職選挙の対策（参議院議員選挙）

　4．権益に関する運動、　（墓地問題対策の継続、宗教

　　　法人在外資産返還運動への協力。時局対策等。

　5．地方仏教運動の推進。

　　　（仏教徒大会、講演会等講師派遣）

　6．全国檀信徒組織化の推進。

　7．機関誌「息出」の発行。

　8．第15回岐阜大会決議事項の処理（組織局関係）

　9．檀信徒部の受入れに関する寄付行為の研究と措置

　10．　「全日本仏教徒会議」寄付行為に入れることの研

　　　究と措置。

　11．全一シリーズの作成。

国　際．局

基本目標　本会寄付行為第5条ゐ事業目的たる世界各国

　　　　W、F、　Bセンター及び仏教諸団体との連絡、

　　　　文化の交流促進を中核とし、仏教による国際親

　　　　善と平和世界の実現を期する。

1．W、　F、　B大会において決定せられた事項の実施

2．仏教徒の国際会議へ代表派遣。

　イ　W、F、　B常任委員会へ代表派遣

　ロ　世界仏教徒会議へ代表派遣

　　　（正式代表の外に約30名位いのオブザーバーを

　　　派遣する）

　ハ　世界仏教高等教育者会議へ代表派遣

　二　臨時に仏教徒の国際会議が開らかれた場合の代

　　　表派遣

3．訪日各国仏教徒の歓迎等（接待基準による）

　イ　歓迎、歓送

　ロ　歓迎会の開催

　ハ　会議の開催

　二訪日仏教徒と日本各地仏教徒との交流の為の案

　　　内

4
【
0
67．
文　化

基本目標

1
2
3
4
5
6

在外日本仏教徒連盟並びに各宗開教本部との連絡

各国仏教会との文書による交流。

訪日仏教徒に対する日本仏教ガイド書の作成の研

究。

其の他仏教徒の国際交流上必要と認められる事項

　局

　　本会寄付行為第5条の事業目的たる仏教々化

　運動の総合的企画及び促進に目標を置き、全一

　仏教運動推進の一翼を担い、仏教文化運動を中

・心として事業を立案しその実現を期する。

文化会議の開催。東京、他主要都市2ケ所

第13回全野講習会の開催（岡山）

「現代仏教読本」　（仮称）の編i纂

仏教文化映画製作の企画研究（継続）

「仏教徒の教職員連盟」の結（継継）

「全一仏教聖典」の編纂（継続）

昭和43年度　財団法人全日本仏教会歳入歳出予算

歳

歳

入

金
出
金

1
1
　
　1
⊥

19，929，000円

19，929，000円

歳入予算三

歳出予算三

歳入歳出差引残高なし

一5
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全　　　　仏
第3種郵便物認可昭和43年3月1日

財団法人全日本仏教会歳入歳出予算昭和43年度

入歳

要摘較
鍼

比
鰭

前年度予算額本年度予算額
目科

目項款

01，740，000

01，381，000

16，189，00017，929，000

14，403，000

359，000○1，786，000

200，000△2，000，000

　　　50，000

15，784，000

2，145，000

1，800，000

・・養歪蛮

2・鯉篁

負担金1．

50，000

40，000

100，000

10，000

40，000

100，000

10，000

2．寄付金
3・蚕納墜

4．基金果実

5．雑収入

6．繰越金

01，540，00018，389，00019，929，000計入歳

出歳

要摘糸
幅

比
囎

前年度予算額本年度予算額
目科

目項款

0　660，∞0

0　660，000

0　40，000

0　570，000

0　50，000

△　　50，000

10，450，000

6，180，000

3，990，000

1，590，0∞

400，000

200，000

1，970，∞0

　600，000

　850，000

　100，∞0

　　20，000

　150，000

　200，㎜

　　50，000

1，100，000

1，200，000

2，350，000

　　950，000

11，110，000

6，840，000

4，030，000

2，160，000

400，000

250，000

1，970，000

　600，000

　850，000

　100，000

　　20，000

　150，∞5

　200，000

　　50，000

1，100，000

ユ，200，000

2，300，000

　950，000

職員俸給

給諸

費
積
金

生
職
厚
退
立

、
1
．
　
焦
　
3
　
4

借
費
費

館
　
　
信

借
十
三

消耗費

光熱費

備品費

印刷費

雑諸費

L
　
乞
　
3
．
4
　
翫
　
6
。
　
乳

1．人件費

2．事務費

費
事
費

　
西
局

旅
関
務

3
　
4

1．会議費

　事務総1．

　局　費

2．総務局費

一6一
＼
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全　、．、仏
第3種郵便物認可P噛

1．理事会費 150，000 150，000

　評議員2．　会　　費

100，000 100，000

　　　　一R・賃難 200，000 200，000

4．会議費 500，000 500，000

・・ l壁警 350，000 350，000 宗連負担金登記料等

3晶晶 300，000 300，000

4．渉外費 700，000 750，000 △・50，000

組織町費・ 3，350，000 3，100，000 0　250，000

1，800，000 1，900，000 △　100，QOO・・ �D婆

@　　一

・・重織護 700，000 600，000 0　100，000

2・繁箋 1，100，000 1，300，000 △　200，000

　時局対2．　策　　費

500，000 400，000 0　100，000

3．広報費 1，050，000 800，000 0　250，000

・・繋響 950，000 700，000 0　250，000

　宣伝報2．　道　　費

100，000 100，000

国際局費 1，500，000 910，000 0　590，000

・・甥際轟 1，500，000 910，000 0　590，000 W・F・B日本
x部運動費含

・・婁灘舞 100，000 160，000 △　　60，000

2・黙繕　　一　　　　　　　　　　　　一

950，000 300，000 0　650，000

3・舞際嚢 450，000 450，000

文化局費 1，500，000 1，400，000 0　100，000

　文化会1．　議　　費

400，000 400，000

2．教化費 1，100，000 1，000，000 0　100，000

1．講習会費 200，000 200，000

2．教化諸費 700，000 600，000 0　100，000

3儀料婁 200，000 200，000

雑　　費 54，000 64，000 △　　10，000

予備費 【 115，000 115，000

歳　　　　出　　　　計 19，929，000 18，389，000

7
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全　　　　仏
第3種郵便物認可昭和43年3月1日

茨
城
仏
教
会
役
員
総
会

　
茨
城
県
仏
教
会
で
は
、
昨
年
十
二
月
二
十
九

日
役
員
総
会
を
水
戸
市
神
応
寺
で
開
催
、
川
田

聖
見
会
長
を
座
長
に
四
十
八
名
が
出
席
し
左
の

通
り
審
議
議
決
し
た
。

一、

?
･
一
部
変
更
の
件

　
本
部
事
務
所
を
会
長
住
職
寺
に
置
く
。
但

し
、
都
合
に
よ
り
他
に
事
務
所
を
置
く
こ
と
が

出
来
る
。
事
務
移
転
交
渉
を
黒
田
坦
海
・
桜
井

洞
門
・
南
霊
光
の
三
元
老
に
一
任
。
更
に
総
務

部
長
大
越
孝
仁
、
組
織
部
長
曽
根
田
俊
雄
師
を

選
出
し
た
。

二
、
外
護
団
体
結
成
に
関
す
る
件

　
賛
助
会
員
五
千
名
募
集
。
名
誉
・
特
別
会
員

募
集
。

三
、
檀
信
徒
大
会
開
催
の
件

　
四
月
中
を
目
標
に
水
戸
市
文
化
会
館
に
約
三

千
名
を
集
め
開
催
予
定
。

四
、
仏
舎
利
塔
建
設
の
件

　
建
設
委
員
会
を
組
織
し
、
事
務
局
を
開
設
す

る
。　
昭
和
四
十
三
年
一
月
八
日
水
戸
市
祇
園
寺
で

事
務
局
会
議
を
開
催
、
左
の
案
件
を
審
議
し

た
。一、

^
助
・
名
誉
・
特
別
会
員
募
集
に
関
す
る

　
件
イ
、
県
内
全
寺
院
へ
呼
び
か
け
る
方
法

ロ
、
各
宗
務
機
関
、
地
域
仏
教
会
へ
呼
び
か
け

　
る
方
法

二
、
会
報
発
刊
の
件

イ
、
春
分
彼
岸
号
を
発
行
す
る

ロ
、
加
入
各
会
員
の
氏
名
発
表

ハ
、
年
四
回
、
正
月
・
春
秋
彼
岸
・
盆

三
、
各
部
に
副
部
長
・
主
事
若
干
名
を
置
く
。

四
、
会
長
委
嘱
の
評
議
員
を
各
宗
派
よ
り
選
考

　
し
、
そ
の
う
ち
よ
り
理
事
を
選
出
。
選
出
方

　
法
次
の
役
員
会
に
諮
る
。

五
、
県
檀
信
徒
大
会
の
実
現
を
期
す
。

六
、
賛
助
会
員
募
集
帳
を
正
規
に
印
刷
し
、
各

　
依
頼
す
る
。

七
、
毎
月
一
回
事
務
局
会
議
を
開
く
。

八
、
事
務
局
構
成

　
事
務
局
長
小
松
泰
寿
、
同
次
長
土
田
正
道
、

総
務
部
長
大
越
孝
仁
、
同
副
部
長
原
熱
型
、
組

織
部
長
曽
根
田
俊
雄
、
同
副
部
長
佐
々
木
秀

格
、
計
理
部
長
奥
田
俊
亮
、
同
副
部
長
宍
戸
荘

一、

ｳ
化
部
長
国
香
真
成
、
同
副
部
長
未
定
、

広
報
部
長
小
松
泰
寿
、
同
副
部
長
未
定
、
主
事

目
下
人
選
中
。
尚
、
会
長
秘
書
に
猪
瀬
宝
山
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
茨
城
発
）

　
茨
城
県
豊
山
派

　
　
宗
教
法
人
法
寺
務
処
理
講
習
開
催

　
真
言
宗
豊
山
派
、
茨
城
県
第
一
号
、
中
部
支

所
連
合
主
催
で
一
月
十
四
日
雨
引
観
音
楽
法
寺

で
開
催
。
県
庁
学
事
文
書
課
長
、
係
長
を
講
師

と
し
て
、
寺
院
財
産
処
分
、
会
計
処
理
等
実
務

の
講
習
が
行
な
わ
れ
、
五
十
六
名
の
受
講
者
は

熱
心
に
聴
講
し
た
。
　
　
　
（
茨
城
発
）

埼
玉
県
仏
教
会
役
員
会

　
埼
玉
県
仏
教
会
で
は
、
さ
る
一
月
十
一
日
午

前
十
一
時
か
ら
大
宮
市
大
谷
派
安
楽
寺
に
お
い

て
県
仏
教
会
役
員
会
が
開
催
さ
れ
、
倉
持
秀
峰

会
長
以
下
県
仏
理
事
、
教
化
委
員
二
十
四
名
が

出
席
し
当
面
の
事
業
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　
な
お
荒
江
か
ら
柳
組
織
部
長
が
出
席
し
全
仏

の
運
動
方
針
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

神
奈
川
薄
端
教
会

　
常
務
理
事
会
及
び
新
年
会

　
去
る
一
月
三
十
日
午
後
三
時
よ
り
川
崎
大
師

平
間
寺
に
お
い
て
神
奈
川
県
仏
常
務
理
事
会
が

開
催
さ
れ
、
全
量
か
ら
も
稲
田
事
務
総
長
、
福

井
組
織
局
主
事
が
出
席
し
種
々
の
報
告
が
な
さ

れ
た
。
終
了
後
新
年
会
が
開
催
さ
れ
た
。
神
奈

川
県
仏
常
務
理
事
会
の
協
議
事
項
は
次
の
通

り
。一、

實
?
ｷ
選
定
に
つ
い
て

　
永
年
副
会
長
と
し
て
仏
教
興
隆
の
た
め
尽
力

さ
れ
た
吉
水
智
承
師
が
退
任
し
た
の
で
そ
の
後

任
の
選
定
。
保
留
。

二
、
財
団
経
過
報
告

　
能
登
事
務
局
長
よ
り
一
月
末
日
現
在
ま
で
の

記
帳
総
額
は
九
百
二
十
万
円
也
と
の
報
告
。

（
註
）
神
奈
川
県
仏
教
会
で
は
明
治
百
年
、
県

仏
創
立
三
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
県
仏
教

々
化
財
団
の
設
立
を
推
進
、
県
仏
教
徒
大
会
の

決
議
に
よ
り
行
な
わ
れ
て
い
る
。

三
、
慈
徳
会
友
の
会
に
つ
い
て

（
註
）
神
奈
川
見
仏
事
業
の
一
つ
と
し
て
設
立

し
、
家
庭
裁
判
所
で
未
判
決
の
青
少
年
を
一
時

あ
ず
か
り
、
悔
悟
遷
善
さ
せ
る
も
の
と
し
て
二

年
前
よ
り
行
な
わ
れ
て
い
る
。
尚
、
参
考
ま
で

に
「
友
の
会
規
約
」
次
の
通
り
。
　
　
　
　
，

　
神
奈
川
県
仏
教
仁
徳
会
後
援
「
友
の
会
」
規
約

第
一
条
（
名
称
）
本
会
は
「
神
奈
川
県
仏
教
慈

　
　
徳
会
後
援
友
の
会
」
　
（
略
称
「
三
徳
友
の

　
　
会
」
）
と
称
し
、
事
務
所
を
仏
教
慈
徳
会
層

　
　
内
に
置
く
。

第
二
条
（
目
的
）
本
会
は
仏
教
悪
徳
会
の
実
施

　
　
す
る
諸
事
業
が
適
切
強
力
に
推
進
さ
れ
る

　
　
よ
う
後
援
す
る
と
共
に
会
員
相
互
の
親
睦

　
　
を
深
め
、
青
少
年
問
題
に
対
す
る
一
般
の

　
　
関
心
を
喚
起
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条
（
事
業
）
本
会
は
そ
の
目
的
を
達
成
す

　
　
る
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う
。

　
　
L
　
慈
徳
会
の
事
業
運
営
に
必
要
な
経
費

　
　
　
の
助
成

　
　
乞
　
講
演
会
、
研
究
会
、
其
の
他
必
要
な

　
　
　
事
業

第
四
条
（
会
員
）
本
会
の
目
的
に
賛
同
す
る
個

　
　
人
及
び
団
体
を
会
員
と
す
る
。

　
　
個
人
と
団
体
会
員
は
各
々
正
会
員
、
賛
助

　
　
会
員
、
特
別
会
員
か
ら
成
る
。

第
五
条
（
役
員
）
本
会
に
は
委
員
七
尾
以
内
を

　
　
置
き
、
互
選
に
よ
り
一
名
を
委
員
長
と

　
　
し
、
二
名
を
常
任
委
員
と
す
る
。
委
員
長

　
　
は
本
会
を
代
表
し
、
委
員
会
を
主
宰
す

　
　
る
。
常
任
委
員
は
本
会
の
庶
務
及
び
会
計

　
　
を
処
理
す
る
ρ

　
　
任
期
は
す
べ
て
二
年
と
す
る
。

第
六
条
（
会
費
）
本
会
各
種
会
員
の
会
費
は
左

　
　
の
通
り
と
す
る
。

団団団個個個
体体体長人人

正
会
員

賛
助
会
員

特
別
会
員

正
会
員

賛
助
会
員

特
別
会
員

〃〃〃〃〃年
　　　　　額

　
千
円
以
上

五
千
円
以
上

一
万
円
以
上

一
万
円
以
上

五
万
円
以
上

十
万
円
以
上

四
、
第
二
回
仏
教
関
係
商
人
打
合
会

（
註
）
石
材
商
・
葬
儀
商
・
仏
具
店
・
墓
地
茶

店
等
の
組
合
長
と
会
合
し
、
相
互
の
理
解
を
深

め
、
仏
教
行
事
・
儀
式
・
教
化
面
で
善
処
す

る
。五
、
宗
教
法
人
講
習
会
に
つ
い
て

　
文
部
省
の
昭
和
四
十
二
年
度
関
東
甲
信
越
静

地
区
宗
教
法
人
実
務
研
修
会
の
実
施
状
況
報
告

が
な
さ
れ
、
宗
教
法
人
の
よ
り
適
切
な
運
営
の

た
め
、
県
下
各
地
で
講
習
会
を
行
な
う
こ
と
が

申
し
合
わ
さ
れ
た
り
尚
、
実
施
状
況
報
告
要
点

は
次
の
通
り
。

一、

@
人
管
理
の
心
構
え
と
し
て

L
　
法
人
意
識
　
乞
　
自
律
能
力
　
a
　
時
代

感
覚
を
強
調

二
、
基
礎
的
留
意
事
項
と
し
て

L
　
実
績
の
反
省
と
記
録
　
乞
・
資
料
の
整
備

翫
　
法
・
規
則
包
括
団
体
の
制
約
事
項
等
の
理

解
　
4
　
規
則
・
規
程
の
整
備
　
a
　
法
・
規

則
等
で
定
め
る
事
項
の
誠
実
な
実
行
a
実
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情
に
即
し
た
創
意
工
夫
　
　
　
　
　
：
－
・

三
、
事
務
運
営
上
の
注
意
事
項
と
し
て

L
　
規
則
書
及
び
認
証
書
の
厳
格
な
保
管

乞
　
役
員
名
簿
の
整
備
　
3
，
財
産
台
帳
（
一

点
千
円
以
下
は
記
帳
不
要
）
4
　
財
産
目
録

翫
　
収
支
決
算
書
ε

処
理
簿
　
a
　
予
算
書

10
@
収
入
・
支
出
訳
簿

等
の
整
備

四
、
国
税
に
つ
い
て
は

L
　
法
人
税
　
乞

業
の
範
囲
　
3

三五、L税
、
都
市
計
画
税
、

会
議
録
乳
　
事
務
．

9
　
金
銭
出
納
簿

11
@
支
出
証
拠
書
類

　
宗
教
法
人
の
営
む
収
益
事

源
泉
所
得
税
徴
収
事
務
に
注

地
方
税
に
つ
い
て
は

境
内
地
境
内
建
物
に
対
す
る
固
定
資
産

　
　
　
　
　
　
不
動
産
取
得
税
の
非
課
税
：

今

取
扱
い
・
・
2
．
・
目
的
外
使
用
を
す
る
場
合
の
取

．
扱
い
　
3
　
墓
地
問
題
　
4
　
幼
稚
園
の
固
定

資
産
の
取
扱
い

　
六
、
そ
の
他
と
し
て

三
L
　
寺
院
規
則
、
細
則
の
時
勢
に
即
し
た
再
検

　
討
の
要
　
2
。
出
張
所
、
布
教
所
等
に
規
則
の

　
写
し
、
役
員
名
簿
等
を
整
備
す
べ
き
こ
と
（
固

　
定
資
産
税
の
免
税
証
明
な
ど
の
際
必
要
）

　
3
。
予
算
の
議
決
を
確
実
に
（
代
表
役
員
の
金

　
銭
使
用
権
限
が
発
生
し
な
い
か
ら
）
4
　
　
「
公

嘱
目
礼
拝
の
思
，
に
供
す
る
建
物
」
登
記
を
急
ぐ
べ

　
き
で
あ
る
　
5
　
代
表
役
員
の
印
鑑
を
作
る
こ

　
と
（
代
表
役
員
個
人
印
は
不
適
当
）
　
6
．
要

．
す
る
に
、
層
抵
抗
の
弱
い
と
こ
ろ
に
社
会
的
圧
力

　
が
加
わ
り
つ
つ
あ
る
現
状
を
、
代
表
役
員
た
る

　
者
は
自
覚
す
・
べ
き
で
あ
る
。

十
月
圏

一
の
両
日
に
変
更

　
本
年
十
月
中
国
地
方
で
は
じ
め
て
開
か
れ
る

第
十
六
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
岡
山
大
会
は
、

最
初
十
月
三
、
四
日
の
両
日
を
内
定
し
て
い
た

が
、
大
会
場
に
あ
て
ら
れ
る
県
体
育
館
が
都
合

つ
か
ず
急
拠
予
定
を
変
更
し
一
、
二
の
両
日
に
，

繰
上
げ
て
開
き
た
い
と
の
要
請
に
も
ど
づ
き
、
層

全
仏
で
は
協
議
の
結
果
日
程
変
更
を
了
解
し
そ
、

の
旨
を
岡
山
県
仏
当
局
へ
回
答
し
た
。
　
　
　
■

　
岡
山
県
仏
で
は
（
既
報
の
と
驚
け
昨
年
秋
よ

り
準
備
会
を
ひ
ら
き
着
々
と
準
備
を
す
す
め
て
究

お
り
大
会
の
成
功
が
大
い
に
期
待
顕
れ
て
い
」

る
。　
な
お
同
県
に
は
高
野
山
真
言
宗
寺
院
が
多
数

を
占
め
て
い
る
が
、
さ
ぎ
の
一
月
二
十
五
日
京
－

　
都
に
お
い
て
開
か
れ
た
全
国
宗
務
総
長
会
議
席

－
上
に
お
い
て
、
高
野
山
真
言
宗
々
務
総
長
草
繋

　
全
弘
師
か
ら
宗
派
と
し
て
も
全
面
的
に
協
力
し

－
て
い
き
た
い
と
の
発
言
が
あ
り
、
ま
た
同
会
議

　
に
出
席
し
た
各
宗
派
総
長
も
年
一
回
の
全
国
大

・
・
会
を
ぜ
ひ
成
功
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
活
発

・…

黷
ﾉ
行
な
わ
れ
た
。

∴
一
，
全
脳
当
局
で
は
馬
．
明
年
度
の
仏
教
講
習
会
も

L
∵
「
岡
山
，
県
下
で
実
施
す
る
こ
と
に
内
定
し
て
お
り

∴
∵
そ
の
前
後
に
中
国
さ
四
国
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
を
も
つ
な
ど
、
重
点
的
に
大
会
を
も
り
上
げ
て

　
い
く
よ
う
に
計
画
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

、
　
な
お
こ
う
し
た
計
画
に
も
と
づ
き
、
近
く
現

　
地
と
「
の
準
備
協
議
会
が
開
か
れ
詳
細
に
わ
た
っ

て
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

仏
婦
連
で
修
正
会

　
社
団
法
人
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
で
は
、
一

月
二
十
二
日
午
前
十
一
時
よ
り
音
羽
の
椿
山
荘

に
お
い
て
修
正
会
が
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
。

　
ま
ず
仏
婦
育
成
に
あ
た
っ
て
尽
力
さ
れ
た
高

階
前
曹
洞
宗
管
長
の
追
悼
読
経
が
尼
僧
法
団
の

出
仕
に
よ
っ
て
厳
修
さ
れ
、
つ
づ
い
て
全
仏
来

馬
理
事
長
の
追
悼
法
話
が
あ
っ
た
の
ち
、
修
正

会
に
う
つ
り
各
界
代
表
の
あ
い
さ
つ
が
行
な
わ

れ
た
。

　
な
お
、
ベ
ト
ナ
ム
大
使
夫
妻
も
出
席
さ
れ
あ

い
さ
つ
を
行
な
っ
た
が
、
全
仏
婦
連
、
尼
僧
法

団
が
昨
年
末
ベ
ト
ナ
ム
の
戦
争
孤
児
に
日
本
人

形
を
お
く
る
運
動
を
つ
づ
け
て
い
る
が
、
こ
の

美
挙
に
対
し
て
現
地
か
ら
非
常
に
喜
ば
れ
て
い

る
の
で
さ
ら
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
衣
類
等
を
全
国
的
に
集
め
て
大
使
館
を
通
じ

て
お
く
る
救
援
活
動
を
全
員
一
致
で
承
認
し
、

強
力
に
す
す
め
る
こ
と
を
山
本
杉
理
事
長
の
提

案
で
行
な
わ
れ
た
。

　
当
日
は
百
数
十
名
の
出
席
者
で
賑
つ
た
。

国
際
仏
教
交
流
セ
ン
タ
ー

設
立
準
備
会
開
か
れ
る

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
名
誉
大
僧
正

グ
ソ
ナ
ー
フ
ル
ト
グ
レ
エ
ソ
博
士

　
全
日
を
訪
れ
て
歓
談

中央同博士

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
グ
ン
ナ
ー
フ
ル
ト
グ
レ
エ

ン
名
誉
大
僧
正
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
が
約
二

週
間
の
予
定
で
去
る
二
月
十
二
日
来
日
し
た
。

　
同
師
は
日
本
仏
教
に
深
い
関
心
を
持
っ
て
居

ら
れ
る
由
で
、
駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
よ
り

本
会
に
対
し
日
本
仏
教
徒
と
の
会
談
の
機
会
を

持
て
る
様
と
り
は
か
ら
っ
て
欲
し
い
と
い
う
申

し
入
れ
が
あ
っ
た
の
で
、
二
月
十
五
日
午
後
二

時
よ
り
一
時
間
余
本
会
主
催
に
よ
り
、
築
地
本

願
寺
に
お
い
て
極
め
て
友
好
裡
に
会
談
が
行
な

わ
れ
た
。

　
出
席
者
は
左
の
通
り

　
来
馬
理
事
長
、
稲
田
事
務
総
長
、
各
局
長
、

国
際
専
門
正
副
委
員
長
、
仏
書
贈
呈
訪
欧
使
節

団
で
同
国
を
訪
問
し
た
村
上
道
隆
、
丸
岡
興
舜

・
西
寺
律
洲
等
野
師
。

　
日
仏
保
で
名
誉
役
員
会

　
日
本
仏
教
保
育
協
会
で
は
、
二
月
五
日
東
京

市
ケ
谷
私
学
会
館
で
名
誉
役
員
会
及
び
懇
親
会

を
開
催
し
、
昭
和
四
十
三
年
度
事
業
計
画
及
び

予
算
・
社
団
設
立
等
に
つ
き
協
議
し
た
。
さ
ら

に
同
様
京
都
に
お
い
て
関
西
地
区
で
も
開
催

し
、
決
定
す
る
。
全
仏
か
ら
桜
井
文
化
局
長
、

福
井
主
事
が
出
席
し
た
。

一9一

　
第
十
五
回
全
仏
岐
阜
大
会
に
お
い
て
孝
道
教

団
よ
り
提
出
さ
れ
た
、
　
「
仏
教
の
国
際
交
流
を
，

積
極
的
に
し
よ
う
」
と
い
う
議
案
が
満
場
一
致

で
可
決
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
に
基
づ
き
国
際
仏

教
交
流
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
よ
う
と
い
う
議
が

孝
道
教
団
の
肝
入
り
で
盛
り
上
が
り
、
去
る
一

．
月
二
十
七
日
午
後
三
時
よ
り
同
教
団
青
年
会
館

に
お
い
て
、
そ
の
設
立
準
備
会
が
開
か
れ
た
。

’

｝巨
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宗
派
・
県
仏
人
事
（
就
任
）

天
台
宗
務
庁

　
　
　
　
　
宗
務
総
長

　
　
　
　
　
参
　
　
務

　
　
　
　
　
庶
務
部
長

　
　
　
　
　
参
　
　
務

　
　
　
　
　
財
漁
部
長

　
　
　
　
参
　
　
務

　
　
　
　
教
学
部
長
兼

　
　
　
　
総
務
室
長

　
　
　
　
　
参
　
　
務

　
　
　
　
　
社
会
部
長

和
宗
四
天
王
寺

　
　
　
　
　
副
住
職

　
　
　
　
　
執
事
長

曹
洞
宗

　
　
曹
　
洞
　
宗
管
長

　
　
大
本
山
総
持
寺
貫
首

　
　
大
本
山
永
平
寺
貫
首

天
台
宗

　
　
　
　
輪
王
寺
門
跡

　
　
　
　
寛
永
寺
住
職

山武宮木杉
田　 嶋下谷

上置賢寂義
秀円純元周

塚
原
徳
応

吉
田
　
秀
映

岩
本
　
勝
俊

佐
藤
泰
舜

　
　
　
　
　
　
　
　
杉
谷
　
義
周

　
熊
沢
泰
禅
師
）
曹
洞
宗
大
本
山
永

平
寺
貫
首
）

　
一
月
七
日
急
性
気
管
支
炎
の
た
め

永
平
寺
で
死
去
。
十
三
日
山
寺
で
密

…
口

　
　
　
　
　
　
　
　
○

表：紙の

○

葬
。
師
は
昭
和
十
九
年
二
月
大
本
山

総
持
寺
七
十
二
世
貫
首
、
五
日
後
に

大
本
山
永
平
寺
七
十
三
世
貫
主
を
歴

任
し
た
。

　
岩
野
真
雄
師
（
浄
土
宗
等
閑
寺
住

職
・
全
目
元
常
務
理
事
・
文
化
局
長
）

　
一
月
九
日
目
脳
軟
化
症
の
た
め
、

荒
川
区
南
千
住
ニ
ノ
ー
ノ
十
二
の
同

寺
で
死
去
。
七
十
四
才
。
師
は
永
年

大
東
出
版
社
署
長
と
し
て
仏
教
図
書

の
出
版
事
業
に
尽
く
し
、
又
全
仏
常

務
理
事
・
組
織
文
化
局
長
と
し
て
仏

教
界
に
多
大
の
貢
献
が
あ
っ
た
。

　
高
階
朧
陰
日
（
曹
洞
宗
管
長
、
全

野
元
会
長
）

　
一
月
十
九
日
心
臓
ぜ
ん
息
の
た
め

東
京
逓
信
病
院
で
死
去
。
駒
沢
大
学

教
授
、
大
本
山
総
持
寺
、
同
永
平
寺

貫
首
。
昭
和
十
九
年
曹
洞
宗
管
長
に

就
任
。
二
十
五
年
開
催
の
第
一
回
世

界
仏
教
徒
セ
イ
ロ
ン
大
会
の
日
本
代

表
。
二
十
七
年
開
催
の
同
日
本
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胴

の
総
裁
。
全
仏
会
長
前
後
二
・
回
就

任
、
仏
教
界
に
大
き
な
足
跡
を
残
し

た
。
本
葬
は
五
月
四
日
永
平
寺
東
京

別
院
（
東
京
都
港
区
西
麻
布
ニ
ー
二

十
一
－
三
十
四
）
で
行
な
わ
れ
る
。

九
十
一
才
。

　
稲
田
ま
さ
の
（
発
奮
事
務
総
長
稲

田
稔
界
師
母
堂
）

　
一
月
二
十
日
江
東
区
深
川
三
好
町

一
の
三
の
正
覚
院
で
死
去
。
九
十
三

才
。　
石
附
賢
道
（
曹
洞
宗
大
雄
山
最
乗

寺
住
職
）

　
昨
冬
、
群
馬
双
林
寺
か
ら
晋
住
し

た
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
一
月
二
十
八

日
急
逝
さ
れ
た
。
詩
偶
は
有
名
、
若

く
し
て
法
隆
寺
勧
学
院
に
学
ん
だ
、

行
学
兼
備
の
禅
僧
で
そ
の
速
か
な
遷

化
は
広
く
惜
ま
れ
て
い
る
。
七
十
二

才
。

禦霧圭和田聖公先生著
仏
教
は
ヨ
ガ
か
ら
発
足
レ
た
’

ヨ
ガ
の
行
法
を
習
得
す
れ
ば

仏
教
の
教
え
は
自
か
ら
実
行
さ
れ
る

自
然
良
能
作
用
の
増
強
・
常
に
健
康
・

自
己
防
衛
力
の
増
強
！
　
常
に
安
全

真
宗
大
谷
派
善
照
寺
（
台
東
区
西
浅
草
一
ノ
四

ノ
十
五
）

東
京
本
願
寺
の
門
前
で
歴
史
も
古
く
慶
長
年
間

の
創
立
で
あ
る
。

○
　
こ
の
本
堂
は
昭
和
三
十
四
年
に
再
建
さ
れ
、
今
日
に
至
る
。

○
．
設
計
は
白
井
晟
一
氏
。
施
工
は
竹
中
工
務
店
。

．
　
○
　
伝
統
を
本
と
し
白
と
黒
の
配
色
を
う
ま
く
使
っ
た
近
代
建
築
で
あ
　
贋

　
　
　
る
。

劇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
贈

昭
和
四
十
三
年
三
月
一
日
　
発
行

三
月
号
　
第
一
三
三
号

眼
に
飛
び
込
ん
で
く
る
般
若
心
経
の
内
容
！

無
限
大
に
展
開
す
る
生
活
の
営
み

　　定価550円　　価250円　　価250円
　　　　　　　　　　〒50円　〒50円

全国書店発売中　書店品切れの節は版元
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二
仏
ベ
ト
ナ
ム

　
　
救
援
募
金
の
報
告

　
本
会
の
ベ
ト
ナ
ム
救
援
運
動
は
、

去
る
昭
和
四
十
一
年
四
月
八
日
、
東

京
日
比
谷
公
園
に
お
い
て
、
ベ
ト
ナ

ム
救
援
決
起
大
会
を
挙
行
し
、
引
き

続
き
街
頭
募
金
を
行
な
い
、
そ
の
後

加
盟
各
宗
、
各
団
体
の
協
力
を
得

て
、
浄
財
の
御
寄
進
を
頂
き
ま
し

た
。
　
こ
の
救
援
金
は
三
回
に
分
け
て
、

ベ
ト
ナ
ム
に
送
り
、
一
切
の
事
務
が

終
了
し
た
の
で
、
昨
年
十
二
月
二
十

一
日
置
東
京
都
庁
へ
募
金
収
支
報
告

書
を
提
出
し
て
、
こ
の
運
動
に
一
応

の
終
止
符
を
打
っ
た
。

発
行
人
　
伊
　
藤
　
勝
　
淳
　
　
編
集
人
　
柳
　
了
　
堅

　
募
金
収
支
は
左
の
通
り
で
あ
り
ま

す
。　
収
入
の
部

一、

燻
ｵ
五
八
、
三
一
九
円
也

　
（
救
援
募
金
収
入
）

一、

燻
O
〇
八
、
二
三
〇
円
也

　
（
決
起
大
会
及
び
募
金
活
動
に
対

す
る
寄
附
金
）

計
金
　
一
、
〇
六
六
、
五
四
九
円
也

　
支
出
の
部

一、

燻
O
〇
〇
、
○
○
○
円
也

　
（
ベ
ト
ナ
ム
医
療
奉
仕
団
に
託

　
し
、
南
ベ
ト
ナ
ム
難
民
救
済
）

　
一
、
金
一
〇
〇
、
○
○
○
円
也

　
（
ベ
ト
ナ
ム
・
バ
ン
バ
ン
大
学
へ

　
援
助
金
）

一、

燻
O
五
八
、
三
一
九
円
也

　
（
日
本
赤
十
字
社
に
託
し
て
北
ベ

　
ト
ナ
ム
難
民
救
済
）

一、

燻
O
〇
八
、
二
三
〇
円
也

東
京
都
中
央
区
築
地
三
－
一
五
一
一
（
本
願
寺
）

発
行
所
財
団
一
入
全
日
本
仏
教
会

　
（
決
起
大
会
、
募
金
活
動
、
宣
伝

　
印
刷
、
，
交
通
費
）

　
計
金
一
、
〇
六
六
、
五
四
九
円
仏

　
…
，
あ
ど
演
ざ
，
…
　
　
昨
年
十
一
月

　
．
…
…
・
－
…
－
…
…
…
．
　
末
に
、
二
仏
役

職
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
新
人
事
が

決
定
レ
、
向
う
ニ
ケ
年
間
大
谷
光
暢

会
長
、
来
馬
道
断
理
事
長
の
も
と
に

全
一
仏
教
運
動
を
強
力
に
す
す
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
事
務
総
局
も
稲
田
稔
界
事
務
総
長

の
も
と
、
す
で
に
四
十
三
年
度
の
事

業
計
画
、
予
算
等
も
理
事
会
、
評
議

員
三
等
で
承
認
さ
れ
、
気
分
一
新
全

仏
本
来
の
目
的
に
向
っ
て
前
進
す
る

態
勢
が
で
き
た
。

　
全
国
仏
教
徒
の
か
わ
ら
ざ
る
御
協

力
と
御
叱
正
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
柳
）
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